
もしもし、こちら何でも屋保神です。
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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
も
し
も
し
、
こ
ち
ら
何
で
も
屋
保
神
で
す
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
７
４
９
Ｎ

【
作
者
名
】

　
部
長
の
王
子
様

【
あ
ら
す
じ
】

　
み
な
さ
ん
は
『
何
で
も
屋
』
と
い
う
職
業
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？

東
京
都
某
所
。

こ
こ
に
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
専
用
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
『
何
で
も
屋
』
が
存
在
す
る
。

そ
の
名
は
…
…
…
。
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（
前
書
き
）

初
め
て
の
短
編
で
す
！
！

う
ま
く
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
ド
キ
ド
キ
で
す
が
、
読
ん
で
行
っ
て
も
ら
え
た

ら
幸
い
で
す
。

そ
れ
で
は
、
は
じ
ま
り
～
は
じ
ま
り
～
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時
は
９
月
…
。

俺
は
仲
の
良
い
友
達
四
人
と
試
験
勉
強
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
明
後
日
か
ら
期
末
テ
ス
ト
だ
か
ら
だ
…
。

し
か
し
、
勉
強
と
い
う
も
の
は
面
白
く
も
何
と
も
無
い
。

試
験
な
ん
ぞ
ク
ソ
く
ら
え
だ
…
。

自
己
紹
介
が
遅
れ
た
…
。

俺
の
名
前
は
保
神
薫
。

ホ
ガ
ミ
カ
オ
ル

薫
と
は
女
み
た
い
な
名
前
だ
が
、
性
別
は
男
。
１
６
歳
。
高
校
２
年
生
。

成
績
普
通
、
ス
ポ
ー
ツ
普
通
、
ル
ッ
ク
ス
普
通
、
と
い
う
何
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
も
無
い
俺
だ
が
、
た
だ
一
つ
だ
け
皆
に
は
真
似
出
来
な
い
事
を
や
っ
て
い

る
。

そ
れ
は
、
『
何
で
も
屋
』
だ
。
 

『
何
で
も
屋
』
な
ん
て
誰
で
も
出
来
る
じ
ゃ
ん
、
と
思
っ
た
奴
。
そ
こ
に
土
下

座
し
て
最
後
ま
で
話
を
聞
け
。

俺
が
や
っ
て
い
る
『
何
で
も
屋
』
は
、
た
だ
の
ソ
レ
と
は
訳
が
違
う
。
一
緒
に

し
て
も
ら
っ
て
は
困
る
、
と
い
う
よ
り
心
外
だ
。

ど
こ
が
違
う
の
か
と
言
う
と
、
俺
の
は
Ｖ
Ｉ
Ｐ
専
用
の
『
何
で
も
屋
』
だ
と
い

う
こ
と
。

最
近
や
っ
た
仕
事
は
某
合
衆
国
の
大
統
領
暗
殺
阻
止
、
東
京
タ
ワ
ー
爆
破
予
告

犯
逮
捕
、
首
相
の
一
日
影
武
者
な
ど
だ
っ
た
。

い
や
ー
、
ど
れ
も
骨
が
折
れ
る
仕
事
だ
っ
た
。

特
に
『
首
相
の
一
日
影
武
者
』
の
時
は
マ
ジ
で
命
を
狙
わ
れ
た
し
ね
ｗ
ｗ
ｗ
。
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～
♪
ロ
ッ
キ
ー
の
テ
ー
マ
♪
～

電
話
だ
、
相
手
は
…
。

『
首
相
官
邸
』

首
相
だ
っ
た
。

め
ん
ど
い
が
電
話
に
出
る
。

「
ハ
イ
も
し
も
し
、
こ
ち
ら
『
何
で
も
屋
保
神
』
で
す
。
ご
用
件
を
ど
う
ぞ
、

…
…
…
は
い
、
う
ん
、
…
…
…
報
酬
は
？
…
…
…
了
解
」

用
件
を
手
短
に
聞
き
、
電
話
を
切
る
。

用
件
は
…
…
…
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
仕
掛
け
ら
れ
た
、
爆
弾
の
解
除
及
び

犯
人
の
確
保
。

正
直
キ
ツ
イ
。

だ
が
、
こ
こ
で
俺
が
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
う
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
ボ
ン
ッ
だ
。

や
る
し
か
な
い
。

四
人
に
適
当
な
理
由
を
言
っ
て
そ
の
場
を
離
れ
、
携
帯
を
開
く
。
相
手
は
俺
の

部
下
、
結
城
初
音
だ
。

ユ
ウ
キ
ハ
ツ
ネ

プ
ル
ル
、
プ
ル
ル
、
プ
ル
ル
。
い
つ
も
通
り
コ
ー
ル
三
回
で
電
話
に
で
る
。

「
結
城
で
す
。
必
要
な
物
と
そ
れ
を
届
け
る
場
所
と
時
間
を
教
え
て
下
さ
い
。

ち
な
み
に
現
在
時
間
は
１
８
：
４
７
で
す
。
」

「
１
９
：
３
０
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
工
事
現
場
。
必
要
な
物
は
、
爆
弾
解
体
セ
ッ

ト
、
逆
探
知
機
、
双
眼
鏡
、
手
錠
、
散
涙
弾
、
ガ
ス
マ
ス
ク
、
拳
銃
、
弾
、
バ

イ
ク
、
以
上
。
遅
刻
厳
禁
だ
」

「
了
解
。
準
備
を
開
始
す
る
」

部
下
へ
の
指
示
を
終
え
た
後
は
目
的
地
へ
と
向
か
う
。

で
き
た
ら
、
今
日
中
か
明
日
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ
た
い
。



5

な
ん
せ
明
後
日
か
ら
テ
ス
ト
だ
か
ら
な
…
。

《
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
工
事
現
場
》

部
下
か
ら
受
け
取
っ
た
道
具
と
、
政
府
か
ら
の
情
報
で
爆
弾
の
解
体
を
始
め
る
。

爆
弾
は
遠
隔
操
作
用
受
信
機
が
取
り
付
け
て
あ
る
ら
し
い
。

犯
人
に
ば
れ
な
い
よ
う
に
速
や
か
に
作
業
を
行
う
。

解
体
を
進
め
て
い
く
と
、
水
銀
バ
ー
を
発
見
。

こ
れ
は
少
し
の
振
動
で
起
爆
す
る
厄
介
な
物
だ
。

１
０
分
後
、
解
体
を
終
え
た
俺
は
遠
隔
操
作
用
受
信
機
に
逆
探
知
用
の
装
置
を

取
り
付
け
る
。

政
府
の
特
別
製
だ
。

５
分
後
、
逆
探
知
機
が
逆
探
知
に
成
功
。

位
置
デ
ー
タ
を
携
帯
端
末
と
リ
ン
ク
し
て
、
俺
は
犯
人
の
所
へ
向
か
う
。

チ
ラ
リ
と
時
計
を
見
る
と
、

短
針
が
８
と
９
の
間
を
指
し
て
い
た
。

ど
う
や
ら
今
日
中
に
終
わ
り
そ
う
だ
。

２
１
：
４
２

甘
か
っ
た
。

犯
人
に
爆
弾
が
解
体
さ
れ
た
事
が
ば
れ
て
逃
げ
ら
れ
た
。
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こ
れ
は
政
府
か
ら
の
極
秘
任
務
な
の
で
警
察
の
協
力
は
期
待
出
来
な
い
。

仕
方
が
な
い
の
で
漆
黒
の
バ
イ
ク
に
ま
た
が
り
追
跡
を
開
始
。

２
３
：
５
８

遂
に
犯
人
確
保
。

結
城
に
連
絡
を
入
れ
、
迎
え
を
寄
越
さ
せ
、
そ
の
車
に
犯
人
を
ぶ
ち
込
む
。

何
と
か
今
日
中
に
任
務
が
終
わ
っ
た
。

後
日
、
首
相
か
ら
感
謝
状
と
報
酬
金
が
送
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
ど
う
で
も
い
い
。

金
と
感
謝
状
は
い
ら
な
い
か
ら
今
回
の
テ
ス
ト
の
点
数
を
上
げ
て
欲
し
か
っ
た
。

あ
ん
な
任
務
が
入
っ
た
せ
い
で
今
回
の
テ
ス
ト
は
平
均
が
か
な
り
下
が
っ
た
。

げ
ん
な
り
し
て
い
て
も
、
こ
ち
ら
の
都
合
を
考
え
な
い
電
話
は
来
る
。

プ
ル
ル
、
プ
ル
ル
、
プ
ル
ル
、

「
も
し
も
し
、
こ
ち
ら
『
何
で
も
屋
保
神
』
で
す
…
」
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（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

初
め
て
書
い
た
短
編
な
の
で
、
感
想
等
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

もしもし、こちら何でも屋保神です。
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